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1． はじめに 
 
今日は、遊牧の伝統文化に基づいて都市はどう成り立ったのか、現在の社会におい
てどう変化してきたのかを紹介する。具体的な地域は、モンゴル高原である。モンゴル
高原とは、現在のモンゴル国と中国の中にある内モンゴル自治区の二つの地域を指す。
皆さんご存知の大相撲の白鵬はモンゴル国の出身である。私の故郷は内モンゴル自治
区であるが、こちらは 120 万平方キロメートルの広さで、中国の少数民族自治区のひ
とつである。 
中国で出版された歴史地図集の 16 世紀
の地図を見ていくと(図 1)、中国の当時の
王朝は、明朝があり、最も北側に万里の長
城がある。万里の長城は、当時、国の境界
線であり、南が農耕社会、北が遊牧社会と
はっきりと分かれていた。 
モンゴルと日本の大きな違いは、日本は
農耕社会、農耕文明に基づいて成り立った
社会であるが、モンゴルは遊牧文明に基づ
いて成り立った社会であることだ。遊牧と
は、場所を変えながら放牧していくことで
ある。モンゴルの土地は、森、山、大きな池、湖なども少しあるが、基本的には草原で
ある。日本に留学して、いろいろなカルチャーショックを受けたが、その一つは、日本
の土壌の断面図を見たときであった。地面から下に、1ｍ、2ｍも植物を植えられる土壌
があることに衝撃を受けた。私の故郷の草原では、植物が生きられる土壌層は、30cm ほ
どしかない。その下ははっきりと砂の層、粘土層に分かれている。モンゴルでは子ども
の頃から、草原の土地は掘らないように教育される。ほんのちいさな穴でも掘ると、次
の年の春になると 10ｍ程のおおきな穴になってしまう。土壌の層が浅いため、小さい
穴でも、草で固められた土壌層が露出して、風に飛ばされ、次の年には砂漠化してしま
う。農業を行うには適さない土地である。また、ずっと同じ場所で放牧すると、環境の
負担が大きくなるため、場所を変えながら生活していく遊牧という生活様式が成り立
った。 
図 1 16 世紀の歴史地図 
出典：譚其驤主編、1991『簡明中国歴史地
図集』、北京：中国地図出版社 
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草原には都市や建築を作るため
の資源として、我々が普通に考え
るような木はあまりない。これは
私の故郷の草原の写真であるが
(図 2)、30 万人程の定住町から 20
分程行くと、地平線が 360 度広が
る草原になる。現在も家畜に餌を
与えるのではなく、草原で放牧し
ている。この地域の人たちは、羊や
牛が与えられた餌ではなく、食べ
たいものを食べているから、美味
しい肉になると自慢する。 
現在も放牧を続けているが、昔と比べてラクダは激減した。五畜、つまり五種類の家
畜が大事とされており、ラクダ、馬、牛、羊、ヤギであるが、ラクダは一番高価であっ
た。昔はキャラバンで商品を運んだが、ラクダは今でいうトラックのような運搬車で
あり、馬の 5倍ほどの値段であった。次は馬であるが、車社会となった今は、その数も
昔と比べるとかなり減った。 
モンゴルの伝統衣装(図 3)は、裏は羊などの毛皮で、表はシルクを使う。シルクはモ
ンゴルでは生産されておらず、中国との貿易で入ってきたものである。シルクがモン
ゴルの伝統衣装に使われていることは、伝統的にモンゴルと中国の貿易関係があった
ことを物語っている。モンゴル族が支配層に
なっていた元朝時代には、最高級な絹糸を税
金として徴収することもあった 1)。 
遊牧民は四季ごとに適合した場所を求め
て、移動する。夏の季節は親戚たちが集まっ
て、共同作業をする時期である。この時に、
何百匹の馬の世話をする。 
冬は風が避けられる場所や冬でも水が取れ
る場所に移動する。すなわち、夏、冬など気
候に合わせて、宿営地を選択する。 
 
2． モンゴルにおける都市を構成する要因 
 
都市に対する概念からモンゴルの都市を説明する。もともと都市という概念は農耕
社会に基づいて成り立つものだと認識されてきた。そのため、遊牧社会では移動する
生活様式のため、「富」が蓄積されないので、都市はないと考えられてきた。戦後、こ
図 3 モンゴルの伝統衣装(筆者撮影) 
図 2 内モンゴル・シリンゴル草原(筆者撮影) 
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うした概念に対して疑問を呈するようになった。都市は農産物を集中して消費する場
所というふうに定義すると、農耕社会しか当てはまらない 2)。しかし、政治、宗教、商
業に携わる人々、非農業的な人々が多く集まって住む場所を都市と定義すると、遊牧
社会でも都市と呼べる町があるというのが最近の見方である 3)。 
モンゴルで都市を形成する要因として、強力な王様、すなわち「ハーン」があらわれ、
ハーンが住む場所がみやことなる。また、生産する職人が多く集まった場所、取引をす
るために大勢の人々が集まる貿易中心地や、宗教・信仰の中心地など、いくつかの要因
により、モンゴルでも都市が形成された。 
16 世紀から 19 世紀におけるモンゴルの社会構成と都市類型について階層ごとに紹
介する。まず、社会の最上階層は、ハーンや貴族の支配層である。そして、ハーンを中
心にできた町を「フレー」と呼ぶ。フレーとは、円形都市、円形の宿営地のイメージで
ある。遊牧社会では軍隊が宿営する際、ハーンを中心に周りに人が囲むように住んだ
ものをフレーと呼び、それが転じて、円形都市をフレーと呼ぶようになった。フレーの
中心には、ハーンの宮殿があり、周りに住むお使いの人々はゲルを使う。ハーンの宮殿
はオルドといい、ゲルと共に全て組立て式で、解体、移動できるようになっていた。す
なわち、町全体が物理的にも移動できるようになっていた。そして、フレーには必ず中
心となるもの、たとえばハーンの宮殿がある。 
2 番目の社会階層は、僧侶・シャーマンや自由民、属民である。属民はハーンや貴族
に所属する民のことをいう。奴隷ではないが、僧侶に贈与されたり、希に売買されたり
するなど、自由民に比べると自由が少ない。これらの一般階層の人々が集まって住む
町の多くは「ホト」と呼ばれている。ホトとは最初、遊牧民たちが集まって住む場所を
指す言葉だったが、後に「都市」という意味に転じた。 
そのほかの階層が商人である。モンゴルでは商人が他国から来ることが多く、中国
商人とイスラム商人が主である。つまり、シルクロードや草原の道に往来するモンゴル
人以外の人々である。そのうち、中国人の割合が大きいので、貿易拠点町は「売買城」4)
と呼ぶ。日本語でいうチャイナタウンであり、場所が固定された都市で、さらにモンゴ
ル人と雑居できないように城壁で囲まれて、管理されている5)。 
 
3．移動できる「遊牧都市」 
 
なぜ、遊牧社会では、家や都市を移動するのか、移動の原因はいくつかある。  
まず、家は家族単位の住まいゲルを移動する。ゲルは 3、4人で 1時間半ほどかかっ
て組み立てられる。ゲルを移動させる理由は家畜の牧草や家畜繁殖（出産）の場の確
保、季節や気候などである。家畜は何千頭、何万頭もおり、膨大な数の家畜を養える草
場や適宜な環境を求めるために季節ごとに移動する。 
次に都市単位の移動である。政治的な原因が主であるが、経済、貿易、戦争などの影
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響で、都市を移動し、新しい立地を選ぶ。 
また、夏の季節、ハーンや各部族の部長など政治的なリーダーたちが集まって話し
合い、放牧地や犯罪者の扱いなどを決めていた。外交使節も基本的に夏の宿営地にて
来て、謁見が行われた6)。このような観点から、その時の状況に合わせ、ハーンの夏の
都の立地が決められた。 
また、宗教の宣教による移動もある。「活仏（ホトクト）」が住むフレーも移動できる
造りになっており、どこかの地域の人たちを取り入れようとするかにより、移転先が
決めていたこともあった。 
さらに、環境の原因もある。水源が足りない、衛生が悪くなった、あるいは流行りの
病気が広まった、あるいは迷信などにより、移動する場合もあった。 
 
4．移動する都市のタイプ 
 
移動する都市のタイプは、二種類に分けられる。一つはフレーすなわち円形都市で
あり、都市そのものが移動する。もう一つはホトであり、季節の宿営地が都市的な規模
になったものを「ホト」と呼ぶ。都市民は複数の拠点地（ホト）を季節ごとに移動して
使う。例えば、13 世紀のフビライ・ハーンの時代、冬は北京に都があり、夏は上都に
都を移していた。役所や商人なども夏になると上都に移動していた。 
移動する都市では、ゲルが基本となる建物である。ゲルの壁は、泥柳の枝で開閉でき
る格子状の骨組みからなる。枝と枝を固定するには、牛皮の紐を使う。牛皮を紐状に切
って、濡らして柔らかいになってから枝に開けた穴に通して両端頭を結ぶ。乾燥する
と、とても丈夫で腐らない、いうなれば、牛皮の紐は、有機材料のクギである。骨組み
の上にウールを固めて作ったフェルトをかぶせる。フェルトが夏は 1 枚で、冬は 3 枚
か 4枚を重ねる。ゲルには天窓がある。天窓には、スカーフのようなフェルトがあり、
晴れている日は開けて、雨が降っているときはそのフェルトをしめて雨を防ぐ。また、
夏の暑い日には壁のフェルトが巻き上げられ
るように造られ、ゲルの骨組の下部から天窓へ
と風が抜けて涼しく過ごせるように考えられ
ている（図 4）。ゲルを造る際には、火、すなわ
ち、かまどを置く場所が重要であり、そこがゲ
ルの中心になる。かまどの煙が天窓から抜ける
ようにするため、かまどの位置を円の中心にし
て、周りの壁を並べていく。ゲルは、円形で天
窓があるので日時計になっており、ある程度の
時間は光の向きによりはかれる。ゲルの大きさ
を示す目安として「ハナ」という壁の骨組部材
図 4 ゲルの各部材の図面 
出典：参考文献 7 
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がある。その基本寸法が決まっており、ゲルの円形の壁は何枚かのハナを組み合わせ
て造られている。通常規模のゲルは 6 枚のハナで構成され、直径 4 メートル程度の大
きさである。8枚、10 枚のハナとなると大規模で、宮殿で使用される。モンゴルでは、
日常的な住まいがゲルであり、非日常の住まいとして、テントを建てることもある。キ
ャンプを行うときや祭事のときに商人がテントを建て、市場を作っていた。 
現在では、通常の一般遊牧民が使うゲルしか残っていないが、昔は大規模な宮殿「オ
ルド」もあり、22 頭の牛で引いて移動していた。宮殿「オルド」の中で生活しながら
移動ができたのである。 
ゲルの内部空間は仕切りがなく、真ん中にかまどがあり、北の上座に向かって、左側
が男性の空間、右側が女性の空間、といったように決められ、使い分けられていた。女
性の空間に台所道具、男性の空間に鞍や病弱の子羊などが置かれる。 
ゲルにより町も成り立つ。多数のゲルが集まり、街、村、都市ができる。モンゴル国
のウランバートルでは、草原からきた遊牧民が市役所に届けを提出すると、住むため
の土地の区画が提供される。その土地を板壁で囲んで、ゲルを建てると、遊牧民は都市
での暮らしができる。しかし、次の年にその住民はいなくなることもよくある。ウラン
バートルの南の山では、森を保護するため、そこにあった数百戸のゲル街区は、一夜に
して丸ごとにほかの場所に引っ越したこともあった。 
絵図 5は、フレーという形
の都市の事例だが、現在のウ
ランバートルの前身である。
1912 年のときの絵図である。
1912 年に中国の清王朝が崩
壊して、清王朝の藩部だった
外モンゴルがこれを機に独
立した。この時の国家元首は
ハーンでありながら、活仏と
なっており、宗教と政治の権
力をすべて握っていた。その
宮殿が都市の中心に位置し、
その前の空間は広場になっ
ていたが、それは、ハーンの
前には人は住んではいけな
いと決まっていたからであ
る。宮殿のまわりには、ラマ
（僧侶）たちが出身地域や所
属する寺院によって住み分 図 5 イへ・フレーの鳥瞰図(出典：参考文献 5) 
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けられていた。この円形区域の外部の西側は俗人（僧侶ではない）の街であり、チャイ
ナタウンもあった。さらに西側の中心にガンダン寺という寺院があり、その前面に広
場があり、周囲にラマたちのゲルによって円形都市区域が形成された。このように、活
仏を中心にした円形居住域を「東のフレー」、ガンダン寺の円形都市区域を「西のフレ
ー」というように呼んでいた。このフレーは、1635 年から 18 世紀、19 世紀までのあ
いだで 20～30 回ほど移動していた。都市の立地する場所は変わっても、社会秩序は変
化せず、同じ空間構成原理で新しい空間がつくられる。都市の居住街区では、年長者は
一番西の南側におり、西から東、南から北と身分が下る順番で、上下関係によって配置
されていた。場所は変わっても、同じルールに従って、街区が再構成されるので、同じ
都市であると言えよう。 
次に、ホトの事例を説明する。ホトという拠点には、いくつかの固定施設が建てら
れ、複数のホトのあいだを人々が移動する。内モンゴルの都であるフフホトという場
所がある。「フフ」がモンゴル語で青い、「ホト」が都市で、「青い都市」という意味で
ある。1570 年代に造られた都で、約 300ｍ四方の四角い城壁が作られていた。当時は
城内に固定施設はなく、ゲルなど移動できるものが入っていたと思われる。城壁の北
門の外は市場があった。都市の立地は風水が重視されており、水源が確保できる風水
的に良い場所が選ばれていた。城内の空間構成は、中心にラクダ、毛皮、毛皮を加工す
るための薬などの市場があった。東の方に役所があって、税金をとっていた。西の方に
はアルタン・ハーンの宮殿があった。 
 
5．チベット仏教の導入 
 
シャーマニズムはモンゴル人の伝統的信仰だが、12、13 世紀頃にチベットから仏教
が導入された。しかし、モンゴル帝国の崩壊と共に、仏教はだんだんと影響力がなくな
り、昔のシャーマニズムに戻っていった。1578 年にフフホトにいたアルタン・ハーン
がチベットとの間の青海湖にて、ダライ・ラマ転輪制度を設立し、再びチベット仏教に
改宗した。今、知られているダライ・ラマは、実はこの時から数えて 14 世になってい
る。ダライ・ラマという名前はアルタン・ハーンによって命名された。モンゴル語で
「ダライ」は海、「ラマ」は上師という意味で、海のような知恵のある、尊敬できる先
生という意味を込められている。2 度目で導入されたチベット仏教が 17 世紀のモンゴ
ル社会で広く宣教され、根付いて、今なお強い信仰になっている。  
1579 年にアルタン・ハーンがフフホトで大召寺という寺院を建設し、そのあとアル
タン・ハーンの息子や孫、親族が次々と寺院を創設し、たくさんの仏教寺院ができた。
チベット仏教の特徴として、僧侶たちは集団生活をする。寺院があると、人口が集中し
て町になる。また、寺院の中に礼拝のための寺院と大学のように仏教的な学問を学ぶ
「学問寺」がある。8年からそれ以上の時間をかけ学び、寺院から「学位」が与えられ
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る。「学問寺」になると寺院人口は何万人と
いった規模になり、寺院がある場所が大き
な町になりやすい。人口が集中するとさら
に、仏像をつくる職人、金箔をはる職人、大
工、布を染める職人といったようにたくさ
んの職人が寺院のまわりに住み、大きな都
市ができる。フフホトの場合は、モンゴルの
全域に渡って中心的な仏教都市のひとつと
なってきた。 
ここからフフホトの町の様子を紹介した
い。これは戦前、日本人がつくったフフホトの地図である。その当時、内モンゴルの大
部分は満洲とともに日本の植民地となっていたため、フフホトには、日本人の学者が
多く住んでいた。アルタン・ハーンの時代に多くの寺院が建てられたが、現在残ってい
るのは三つで、他の寺院は全て壊されてしまった。しかしこの古い地図を使って寺院
の跡地を特定できる。 
この写真は、私は寺院を調査す
るとき撮影したものである(図
6)。未だに 10 歳前後の子供達は
チベット語で仏典を学んでいる。
町の信者たちは毎朝、寺院めぐり
をしている。寺院建築や仏像は日
本とかなり違っており、仏像は特
別なときだけ開放されて、見るこ
とができる。また、中国的な建築
工法も取り入れているので、少し
中国内地の建物と類似する部分
がある。外観は色がとても鮮やか
であるが、これはチベットからの
影響である。すなわち仏教の好む
五色を使って寺院を飾る。タイル
や琉璃瓦などの焼き物も使われ
る。私は数年前に内モンゴル全域
の仏教寺院の実態を調べたとこ
ろ、田舎の人口が千人くらいの小
さな町でも立派な寺院が建って
いた。 
図 6 内モンゴルの仏殿内部(筆者撮影) 
図 7 フフホトの仏教寺院とハーンの王城の 
           配置関係(筆者作図) 
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6．モンゴルの仏教都市 
 
仏教都市の空間構成といえば、一般的に寺院が中心にあり、その周りを僧侶が住む
街が囲むという構成になっている。僧侶の街区は並行に並ぶ形と、放射状に並ぶ事例
がある。フフホトの場合は、中心にハーンの王城があり、周りに仏教寺院が建ってい
る。この地図に示したように(図 7)、フフホトの仏教寺院が密集する町は碁盤状ではな
く一見無秩序に見えるが、分析してみると、歴史の古い寺院が城を中心に半径 900ｍの
円周状に建てられ、新しい寺院はその外側に建っており、フレーの空間構成の影響が
あったのではないか考えられる。17 世紀にフフホトは、ハーンの王城と仏教寺院で構
成された都市になったが、それでも夏の時期はハーンと僧侶たちは移動していた。
200km ほど離れた山の北のほう、涼しい川沿いに夏の拠点地を造った 7)。すなわち季節
ごとに定めた拠点を巡るように移動していた。この写真の寺院は(図 8)、アルタン・ハ
ーンの孫が造ったもので、夏の時期はこちらに来て、寺院兼住まいであった。夏と冬で
分けて使っていた。 
 
7．モンゴルの交易都市 
 
これから、モンゴルの交易都市がどのようにできたのかを見て行きたい。1727 年に、
清朝とロシアの間で「キャフタ条約」が締結された。キャフタは清朝とロシアの境目の
街の名前である。この時の清朝は、基本的に鎖国政策をとっており、南はマカオ、北は
キャフタだけが外国と貿易できる（海と陸の）「港市」と決めていた。モンゴル地域は、
当時清朝の藩部であったため、商人は自由にモンゴルに入ることはできず、特別な許
可が必要であった。中国商人はモンゴルに来て、キャフタで貿易を行っていた。明朝の
頃は、モンゴルと明朝の間では、万里の長城の関門が市場として使われ、貿易を行って
いたが、清朝になるとさらに北へ出て、商人はモンゴルの商路沿いに、点在する拠点を
作って商売ができるようになった。商売の仕組みは、清朝の役所から外国人と商売を
図 8 内モンゴル美岱召(筆者撮影)
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行っても良いという特別許可証が発行され
た商人に限って、外国人と商売ができるよう
になっていた。主に子どものころから商売の
ことや、モンゴル語、ロシア語を学んだ山西
省の商人がモンゴルにやってきていた。 
この図は(図 9)、清朝とロシア間の中継貿
易の商品の流れを示している。仲買商人はモ
ンゴルで牛、馬、羊などの家畜を買い付け、
農業用や食用として中国に売り、商売の資金
となる。そして、北京や蘇州、杭州からシル
ク製品や百貨などを買い集める。また、武漢
という都市はお茶の集散地であり、仲買商
人たちはここでお茶を買い付けしてモンゴ
ルまで運んでいき、さらにロシア
へ売る。金融業は山西省に「銭庄」
と呼ばれる旧式銀行があり、実際
の金、銀塊は運ばず「約束手形」の
ような信書を書き、それぞれの銀
行で両替できる仕組みで商売が行
われていた。ロシアからは主にシ
ベリアからの毛皮8)が入ってきた。 
このようなお茶の中継貿易はロ
シアの町にどんな影響を与えたの
か、当時の様子を偲ばせるモスク
ワの茶葉商店の建物が残っており
(図 10)、中国風の屋根を真似た飾
図 9 清朝とロシア間の貿易ネットワーク 
              (筆者作成) 
図 10 19 世紀末に建設されたモスクワの茶葉商店 
(筆者撮影) 
図 11 モスクワの茶葉商店内部(筆者撮影) 
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りが商店のファサードにつけられていた。室内の天井などの飾りは日本趣味のような
図案もあり(図 11)、当時のロシアでは中国や日本の建築デザインが一緒に入って、見
分けられない状況であっただろう。当時、売られていたお茶はいろいろな種類がある
が、モンゴルで主に消費されていたものはレンガ茶という塊のお茶であった。 
 
8．遊牧と農耕の複合地域における中継貿易都市空間の特徴 
 
中国内地からモンゴルにきた商人たちが使う建物は、初めのうちはゲルだったが、
だんだんと固定的な建物をつくるようになり、それは中国から持ってきた建築スタイ
ルではあるが、商売にあわせて変わっていった。ひとつは、キャラバンのラクダや馬を
収容できる宿、「客店」という建築類型を生み出した。ここは、商人たちが旅館に滞在
できるだけでなく、貨物を置き、家畜を収容する場所があり、さらに両替や通訳のサー
ビスまで提供していた。いわば、中央アジアのキャラバンサライのような機能である。
さらに家畜市場では、家畜を売買するため、家畜のための草市も必要であった。さらに
馬具市、旅の道具の市もできた。そして、毛皮やフェルトを作る職人町ができた。 
中継貿易の町では、町の周囲に、キャラバンの家畜を休養させるための牧場が必要
であった。そして、市街地には家畜のための水源や水溝が造られた。さらに、中継貿易
には様々な地方や国の商人がおり、使っている言葉やお金も違うため、仲買商人や仲
買市というものができた。この仲買商人は主にイスラムの「回族」が行っていた。彼ら
は馬の歯を見て年齢が分かり、少し走らせれば、良い馬であるかどうかを見極められ
たのでこの役割を担った。また、通過税などの税金を徴収しなければならないので、都
市の出入口は厳重に管理された。これらが、モンゴルにおける中継貿易都市の特徴で
ある。 
実際の町の様子を写真で見ると、2000 年ごろ撮った写真では、未だに山西省からき
た人たちの 400 年前に建てられた四合院式の「町屋」が残さている。彼らの町屋の室
内を見ると、「カン」（オンドル
のような冬の時に温められてい
る寝床）というものがあり、一
端に竈があり、ここで火を燃や
したり、食事を作ったりしてい
た(図 12)。上空写真を見ると、
中庭がありその周りを囲むよう
に建物が建っている。これは中
国と同じような建物配置であ
る。フフホトの売買城の写真を
見ると、まるで山西省の古い町 図 12 中国人商人の町屋の内部(筆者撮影) 
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並みのようであった。青レンガと瓦葺の商店街は、山西省の建築の特徴がそのままが
見られた。フフホトの歴史地図を持ちながら、現地の町に残されている古い建物の痕
跡を確認し、町のどこに何の店があったのかを調べると、中継貿易の店は、町の出入り
口付近に多かったことがわかった。一部の現存している建物には、ラクダなどを休ま
せる大きな中庭があり、門は大きなアーチ状をしており、馬車などが通れるような大
きさであった。昔、中国内地ではこのようなアーチは城門にのみ使われており、住宅に
は使われなかった。調査を進めると、現在は住宅として使われているが、もともとは店
舗であり、キャラバンの宿として使われていたことが分かった。 
また、フフホトの都市の中で、現在でもポカンと空いた空間がたくさんあるが、調べ
ると、そこは車、草、牛など、昔の市場であることがわかった。 
これは、現在のウランバートルの都市の様子である(図 13)。真中は社会主義の時代
に、ソ連の影響を受けて定住的な町を都市
計画して建設したが、都市の周縁部にはゲ
ル街区がたくさんあり、そこに住民がよく
移動した。そして、アパートに住んでいて
も、季節によって移動した。選挙の時には、
都市の空き地に選挙事務所としてゲルがた
くさん張られて、選挙が終わるとゲルが片
付けられる。ウランバートルのゲル街区は
都市基盤があまり整備されておらず、社会
的な問題になっており、世界銀行や日本の
JICA などの援助プロジェクトが実行され
ていた。しかし、解決の方法としては、ゲル街区をなくして、変わりにその土地で低所
得者向けのアパートなどを造ったが、移動する生活スタイルに合わず、うまくいかな
い。何を残し、何を変えていくのかが問題である。遊牧社会の伝統生活様式をどのよう
に継承しながら、新しい時代へ向かうべきなのか、考えていかなければならない時期
となっている。 
 
【注】 
1）詳細は『元史・耶律楚材伝』、愛宕松男「元朝税制考：税糧と科差について」 
（『東洋史研究』23（4）、1965、pp.361－398）などを参照。 
2）マックス・ヴェーバー著『都市の類型学』（世良晃志郎訳、創文社、1965）などを参照。 
3）包慕萍『モンゴルにおける都市建築史研究』、東京書店、2005 年。 
4）売買とは、中国語で商売という意味である。また、「城」は町という意味である。 
すなわち、売買城は「商売町」という意味であり、モンゴル語では、「ナイマー・ホ
ト」といい、「ナイマー」は中国語の「売買」の発音から造った外来語である。 
図 13 ウランバートルの鳥瞰写真 
               (作者撮影) 
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5）フフホトの売買城は、モンゴル人と雑居するようになっており、特例である。 
6）カルピニ、ルブルク著、護雅夫訳『中央アジア・蒙古旅行記』(講談社学術文庫、2016
再版)は、フランスのフランシスコ会修道士のルブルクが 1253 年にフランス国王ル
イ 9 世の命を受けてモンゴル帝国に派遣された旅の記録である。ルブルクは 1254
年の正月、真冬にカラコルムに到着し、都市の冬の様子と謁見の過程など興味深い
記録を残している。 
7）この拠点は、現在の内モンゴル自治区百霊廟町の近くにあり、元朝（13 世紀）のオ
ングト部族の王府町「オロン・スム」の再利用したものである。オングト部族はモ
ンゴル系で、キリスト教信者であることが知られている。詳細は江上波夫著『モン
ゴル帝国とキリスト教』（サンパウロ、2000）を参照。 
8）清朝の官服や、満洲族、モンゴル族、僧侶の高級服の素材になる。 
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指定討論者コメント 
 
京都大学東南アジア地域研究研究所連携助教 山 田 協 太 
 
年周期で変動する気候とそれとともに変化する植生にあわせて移動する遊牧の生活
は、気候適応的な住まい方として学ぶ点が多い。各地に散在する人々が一年の特定の
時期に特定の場所に集合することで現れては消える一時的な町「フレー」と、生活機能
の一部が恒久化することで、遊牧の経路に沿って点々と形成される町「ホト」はとりわ
け興味深い。コメンテーターがフィールドとするインド洋の港町の生活も、遊牧と多
くの類似性を持つ。人びとは年変動するモンスーンにとともに海を往来してきた。イ
ンド洋各地に散在する同郷の人々が年に 1 度結婚式のシーズンに一堂に会する。往来
の拠点となった海岸が、港町となってきた。 
近代の都市は定住と土地の私有を前提とし、土地の通行と一時使用の保証を前提と
するこうした移動の生活は排除されてきた。遊牧が常態であるモンゴルの都市では、
近代化の過程で移動式住居「ゲル」のための、キャンプ場のような、あるいはトレーラ
ーハウスの駐車場のような公有の賃貸敷地が整備された。定住と移動という、生活原
理の異なる人たちの共存する仕組みとして興味深い。 
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